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広報やおつ No.5532

「あめんぼ　あかいな　あいうえお！！」

8月28日（日）、錦津コミュニティセンタ

ーきらりの館内に、発声練習の声が響きま

した。杉原千畝氏の人道精神を地元から発

信しようと、朗読劇に参加している同志の

声です。杉原氏の心を、この八百津町から

広めていきたいと、今回朗読劇を企画しま

した。

可児市で25年間、朗読活動をしている『夏

の会』と連携を図るため『きらりの会』を立ち

上げました。目指すは、10月4日（火）のき

らりカフェでの発表です。

企画を立ち上げるまでに、多くの苦労も

ありました。杉原千畝記念館へ赴き、氏の

生涯を学び、文献も丁寧に目を通しました。

杉原氏の生家のある北山の空気も吸いまし

た。とある詩から物語は始まりますが、そ

れはメンバーが北山の地に訪れたことで生

まれたものです。ようやく6月に台本が完

成し、7月に人道の丘でメンバーの顔合わ

せが行われました。

今回の朗読劇は、杉原氏を支えた妻・幸

子さんにスポットを当てたものです。

練習の中でも、きらりの会の女性のみな

さんのはつらつとした声色がとても印象的

でした。もちろん、男性の力強い声も心を

揺さぶるものがあります。みなさん、家で

も台本に目を通し、練習を重ねています。

参加者は、「舞台に立つことが初めてなの

で緊張するが、がんばりたい。」「発音が難

しかったり、朗読が初めてなので無我夢中

ですが、精一杯やりきりたい。」といった意

気込みを語りながら、練習に励んでいました。

10
月
４
日
の
き
ら
り
カ
フ
ェ
本
番
に
向
け
て
、

朗
読
劇
の
練
習
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
語
り
部
の

み
な
さ
ん
の
声
に
も
熱
が
入
り
ま
す
。

千
畝
と
幸
子『
命
の
ビ
ザ
』朗
読
劇
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帷
子
小
学
校
で
の
、
夏
の
会
朗
読
劇

の
様
子
。

月1回のきらりカフェでは、高齢者を中心に

毎回100名ほどの参加者が集まります。地元か

ら杉原氏の人道精神を発信しようと、今回の朗

読劇が企画されました。

「誰かに言われてやるのではない、自分達がや

るんだ！という気持ちで取り組んでいることを

誇りに思います。」という思いを聞くことができ

ました。7月の顔合わせ以降、メンバーで集ま

り練習をするのは今回が初めて。各自、自宅で

読み込んだ台本と共に、実際に舞台に立って演

じました。

練習風景は、和気あいあい。でも、締めると

ころはピリリと背筋を正します。お互いの朗読

演技に拍手を送り合い、良いところを誉め合い

ながら時間が進んでいきました。

薄暗くなった舞台の上で、本番さながら照明

を浴びての通し稽古は続きます。それぞれのキ

ャラクターの年齢や心情を汲み取りながら朗読

する姿に、メンバー達は自分の担当でなくても

一緒に台本を目で追って参加していました。そ

んな温かな光景が印象的でした。

きらりの会の朗読劇の本番は、10月4日（火）

です。本番に向けて、これからも練習を重ねて

いきます。1時間弱の公演を予定していますの

で、みなさんぜひ、きらりカフェにお越しくだ

さい。

詳しくは、錦津コミュニティセンターきらり、

☎43-2234　へお問い合わせください。

本
番
は
10
月
４
日（
火
）

〇
と
　
き
…
午
前
９
時
～
　
会
場
・
コ
ー
ヒ
ー
タ
イ
ム

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～
　
開
演

〇
と
こ
ろ
…
錦
津
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
き
ら
り

〇
入
場
料
…
無
料
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人
道
の
丘
に
立
っ
て
考
え
る

ユ
ダ
ヤ
の
人
が
受
け
た
し
う
ち
を

八
百
津
町
立
八
百
津
小
学
校
５
年　

田
中　

壮

せ
か
い
に
は
ゆ
め
や
き
ぼ
う
が
あ
る
ん
だ
よ

え
が
お
に
な
れ
る
た
の
し
さ
が
あ
る

八
百
津
町
立
和
知
小
学
校
６
年　

髙
見
柚
月

水
路
か
ら
弱
い
鳴
き
声
す
て
ね
こ
を

ひ
ろ
い
育
て
て
今
元
気
で
す

八
百
津
町
立
錦
津
小
学
校
６
年　

志
治
祐
太
朗

に
ほ
ん
じ
ん
が
い
こ
く
じ
ん
に
か
か
わ
ら
ず

み
ん
な
お
な
じ
だ
ひ
と
り
の
い
の
ち

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
４
年　

伊
藤
め
い
な

戦
争
で
た
っ
た
一
人
の
友
達
と

わ
か
れ
た
思
い
出
語
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

八
百
津
町
立
潮
見
小
学
校
５
年　

古
田
怜
愛

く
ま
も
と
の
お
お
き
じ
し
ん
に
め
を
と
め
て

い
ま
で
き
る
こ
と
い
ま
し
て
お
こ
う

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
２
年　

白
木
万
紗
之

国
と
国
戦
う
武
器
が
永
遠
に

バ
ッ
ト
や
ラ
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
ら
い
い
な

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
３
年　

後
藤
理
子

暗
闇
に
埋
も
れ
た
家
の
す
き
ま
か
ら

助
け
た
命
歓
声
ひ
び
く

八
百
津
町
立
東
部
中
学
校
３
年　

井
戸
さ
く
ら

命
と
は
一
つ
の
は
か
な
い
花
の
よ
う

一
つ
の
重
さ
全
て
を
超
え
る

岐
阜
県
立
八
百
津
高
等
学
校
１
年　

秋
松
大
佑

一
人
で
も
私
を
育
て
愛
く
れ
た

あ
な
た
の
も
と
に
生
ま
れ
て
良
か
っ
た

岐
阜
県
立
八
百
津
高
等
学
校
２
年　

鈴
木
舞
香

八
百
津
町
内
学
校
優
秀
賞

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校

学
校
賞

学
校
法
人
成
城
学
校　

成
城
中
学
校

岐
阜
県
立
八
百
津
高
等
学
校

奨
励
賞

な
ん
と
な
く
憲
法
九
条
か
え
な
い
で

ス
マ
ホ
片
手
に
つ
ぶ
や
く
少
女

岐
阜
県
郡
上
市　

清
水
春
美

平
和
と
は
母
の
笑
顔
に
包
ま
れ
る

ど
こ
に
で
も
あ
る
朝
の
食
卓

岐
阜
県
各
務
原
市　

伊
藤　

敦

八は

ち

ビ
ー
ト
二
つ
合
わ
せ
て
イ
マ
ジ
ン
は

脆
い
平
和
の
よ
う
な
組
立

埼
玉
県
和
光
市　

岩
﨑
雄
大

少
年
の
ボ
ー
ル
投
げ
る
手
ペ
ン
持
つ
手

ギ
タ
ー
を
弾
く
手
武
器
を
握
る
手

岐
阜
県
関
市　

大
塚
雅
之

愛
　

賞

渇
か
な
い
涙
の
た
め
に
青
年
は

力
の
限
り
氷
上
を
舞
う

佐
賀
県
唐
津
市　

古
賀
由
美
子

平
和
と
は
角
曲
が
る
先
散
る
さ
く
ら

あ
や
う
き
も
の
は
唐
突
に
立
つ

岐
阜
県
岐
阜
市　

後
藤　

進

心
　

賞

八
月
の
蝉
は
墓
標
の
兵
の
名
を

し
っ
か
と
抱
い
て
激
し
く
鳴
け
り

岐
阜
県
関
市　

堀
野
慎
吉

カ
イ
ン
さ
ん
と
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
だ
よ
と
カ
ナ
ダ
よ
り

ス
マ
ホ
の
中
で
孫
が
手
を
振
る

岐
阜
県
八
百
津
町　

白
木
キ
ク
へ

勇
気
賞

肌
の
色
国
も
違
へ
ど
地
球
の
子

太
陽
系
の
仲
間
じ
ゃ
な
い
か

愛
知
県
名
古
屋
市　

細
川
み
ち
え

あ
の
場
所
に
あ
の
人
が
来
て
祈
り
た
り

折
鶴
一
つ
青
空
に
舞
ふ

愛
知
県
岡
崎
市　

林　

建
生

戦
争
を
語
ら
ぬ
父
の
臥
し
て
今

ア
カ
シ
ア
の
花
食
べ
た
と
ポ
ツ
リ

愛
知
県
春
日
井
市　

真
家
実
江
子

佳

作

マ
リ
オ
は
ね
ゲ
ー
ム
な
の
で
死
ん
で
も
ね

生
き
返
る
け
ど
現
実
の
命
一
回
だ

岐
阜
県
立
八
百
津
高
等
学
校
１
年　

若
尾
岳
登

同
世
代
の
マ
ラ
ラ
と
い
つ
か
女
子
ト
ー
ク

で
き
る
平
和
を
実
現
さ
せ
よ
う

ク
ラ
ー
ク
記
念
国
際
高
等
学
校
名
古
屋
キ
ャ
ン
パ
ス
２
年　

本
谷
優
果

(

一
般
の
部)

広
島
が
カ
タ
カ
ナ
に
な
る
夏
の
日
の

静
か
な
雨
に
濡
れ
る
折
り
鶴

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
１
年　

土
屋
隼
平

新
生
児
室
シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
の
手
が
並
ぶ

こ
の
手
が
赤
く
染
ま
ら
ぬ
よ
う
に

岐
阜
県
立
加
茂
高
等
学
校
３
年　

河
合
真
奈

愛
　

賞

さ
と
う
き
び
畑
の
そ
よ
ぐ
風
景
に

銃
は
似
合
わ
な
い
風
が
そ
う
言
う

並
木
学
院
福
山
高
等
学
校
１
年　

中
田
光
紀

教
科
書
を
め
く
っ
て
め
く
っ
て
最
後
ま
で

見
つ
け
ら
れ
な
い
争
い
無
き
日

埼
玉
県
立
上
尾
南
高
等
学
校
３
年　

中
島
光
己

心
　

賞

人
類
が
平
和
の
た
め
の
代
償
に

失
っ
た
の
は
平
和
そ
の
も
の

愛
知
県
立
小
牧
南
高
等
学
校
２
年　

中
本
颯
太

鮮
や
か
な
蒼
穹
を
見
て
我
思
う

時
代
を
見
て
来
た
強
き
青
だ
と

愛
知
県
立
瀬
戸
高
等
学
校
１
年　

松
井
久
実

勇
気
賞

き
っ
と
こ
れ
が
愛
な
の
だ
ろ
う
ひ
っ
そ
り
と

荒
れ
地
に
咲
い
た
一
輪
の
花

渋
谷
教
育
学
園
幕
張
高
等
学
校
３
年　

阿
部
圭
吾

生
き
た
い
と
祖
母
が
願
っ
た
十
七
歳

今
の
私
は
そ
の
時
を
生
き
る

埼
玉
県
立
上
尾
南
高
等
学
校
３
年　

有
田
佑
香

人
は
み
な
全
く
違
う
願
い
を
も
つ

た
だ
一
つ
だ
け
平
和
を
除
い
て

愛
知
県
立
瑞
陵
高
等
学
校
２
年　

小
野
瑞
季

佳

作

青
空
に
響
く
平
和
の
鐘
の
音

一
人
一
人
の
思
い
を
の
せ
る

ワ
シ
ン
ト
ン
日
本
語
学
校
２
年　

大
木
優
梨
香

レ
ジ
に
あ
る
人
を
助
け
る
募
金
箱

何
円
で
は
な
く
何
人
す
る
か

美
濃
加
茂
市
立
西
中
学
校
３
年　

古
賀
航
成

(

高
校
生
の
部)
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杉
原
ウ
ィ
ー
ク
二
〇
一
六　
「
短
歌
大
会
入
賞
作
品（
敬
称
略
）」 

選
者
　
平
井
弘
　
小
塩
卓
哉
　
後
藤
す
み
子

か
ら
が
ら
と
船
に
乗
り
込
む
難
民
の

鼓
動
か
岸
に
打
ち
寄
せ
る
波

岐
阜
県
瑞
穂
市　

松
野
律
子

人
道
大
賞 

（
一
般
の
部
）

生
き
て
い
る
子
供
達
が
走
っ
て
る

そ
ん
な
大
地
を
守
っ
て
い
き
た
い

学
校
法
人
成
城
学
校　

成
城
中
学
校
３
年　

相
川
将
輝

人
道
大
賞 

（
学
生
の
部
）

愛
　

賞

ヒ
ト
ラ
ー
も
ユ
ダ
ヤ
も
千
畝
も
眺
め
て
た

夕
日
は
今
も
誰
に
で
も

成
城
中
学
校
３
年　

須
郷　

陽

夏
に
な
り
忘
れ
ら
れ
な
い
季
節
き
て

空
に
広
が
る
私
の
願
い

美
濃
加
茂
市
立
西
中
学
校
２
年　

吉
田　

楓

広
島
で
だ
き
合
っ
た
あ
の
瞬
間
か
ら

核
兵
器
な
き
世
界
に
踏
み
出
せ

美
濃
加
茂
市
立
西
中
学
校
２
年　

中
西
詩
織

戦
争
を
忘
れ
ぬ
よ
う
に
生
き
て
き
た

そ
れ
で
平
和
に
な
っ
た
ん
で
す
か

美
濃
加
茂
市
立
西
中
学
校
２
年　

西
村
怜
南

心
　

賞

青
い
空
青
く
広
が
る
海
見
れ
ば

み
ん
な
同
時
に
平
和
を
感
じ
る

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
２
年　

伊
藤
梨
湖

涙
色
ぼ
や
け
て
い
た
ら
君
が
い
て

心
の
窓
を
洗
っ
て
く
れ
た

美
濃
加
茂
市
立
西
中
学
校
２
年　

西
川
乃
愛

勇
気
賞

世
の
中
は
０
と
一
だ
け
ぼ
く
は
２
に
な
る

命
火
守
り
戦
火
消
す
た
め

成
城
中
学
校
３
年　

小
林
龍
太
郎

戦
争
が
う
ば
っ
て
い
っ
た
笑
い
声

い
っ
た
い
ど
こ
へ
い
っ
た
の
だ
ろ
う

成
城
中
学
校
３
年　

大
原
龍
斗

春
ら
し
い
花
の
香
り
と
鳥
の
声

今
日
も
平
和
と
し
み
じ
み
思
う

八
百
津
町
立
八
百
津
中
学
校
１
年　

長
谷
川
玲
花

佳

作

(

中
学
生
の
部)

お
じ
い
ち
ゃ
ん
来
た
よ
と
い
う
と
お
う
お
う
と

う
な
ず
い
て
く
れ
る
ベ
ッ
ド
の
上
で

郡
上
市
立
大
和
南
小
学
校
５
年　

亀
﨑
春
音

あ
の
空
を
見
上
げ
て
い
る
と
か
ん
が
え
る

亡
き
妹
と
し
た
か
っ
た
こ
と

可
児
市
立
今
渡
南
小
学
校
６
年　

橋
口
瑠
佳

愛
　

賞

せ
ん
そ
う
で
か
な
わ
な
か
っ
た
ゆ
め
が
あ
る

勝
て
ば
ゆ
め
が
か
な
う
の
で
す
か

八
百
津
町
立
久
田
見
小
学
校
４
年　

後
藤
累
伽

妹
が
一
年
生
の
手
さ
げ
持
つ

去
年
は
し
く
し
く
泣
い
て
い
た
の
に

郡
上
市
立
大
和
北
小
学
校
５
年　

永
谷
健
心

心
　

賞

ち
う
ね
さ
ん
聞
い
て
よ
聞
い
て
か
ね
の
音

き
っ
と
だ
れ
か
が
幸
せ
な
ん
だ

名
古
屋
市
立
平
和
小
学
校
４
年　

大
谷
來
夢

し
る
こ
と
で
わ
か
り
あ
え
る
は
ず
だ
か
ら

ま
ず
は
し
り
た
い
あ
な
た
の
こ
と
を

美
濃
加
茂
市
立
伊
深
小
学
校
３
年　

佐
野
遥
基

勇
気
賞

い
や
な
こ
と
さ
れ
て
涙
を
流
す
君

ち
っ
ぽ
け
だ
け
ど
君
を
は
げ
ま
す

郡
上
市
立
大
和
南
小
学
校
６
年　

田
由
珠
佳

せ
ん
そ
う
を
こ
わ
い
と
い
っ
て
い
た
け
れ
ど

や
っ
ぱ
り
こ
わ
い
と
お
も
っ
て
い
る

美
濃
加
茂
市
立
伊
深
小
学
校
６
年　

渡
辺
愛
美

熊
本
の
地
し
ん
で
家
が
こ
わ
れ
て
る

だ
い
じ
ょ
う
ぶ
か
な
ご
飯
あ
る
か
な

日
向
市
立
坪
谷
小
学
校
３
年　

荒
木
ア
マ
ミ

母
さ
ん
の
後
ろ
す
が
た
を
じ
っ
と
見
て

感
し
ゃ
の
気
持
ち
そ
っ
と
つ
ぶ
や
く

郡
上
市
立
大
和
北
小
学
校
５
年　

佐
藤
寿
姫

佳

作

(

小
学
生
の
部)

平
和
の
子
昔
の
戦
を
忘
れ
る
ほ
ど
に

み
な
同
じ
顔
で
笑
っ
て
る

名
古
屋
市
立
平
和
小
学
校
６
年　

鈴
木
有
咲
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町職員の任免・給与・服務等についてお知らせします。ここに示した数値は特に記載があるものを

除きいずれも平成28年4月1日現在のものです。また、給与額等は税や各種保険料を引く前の額です

ので、いわゆる「手取り」額ではありません。

任　　用 退　職　等
新規採用 10人 再任用 0人 定年退職 5人 勧奨退職 1人 普通退職 3人 公務外死亡 0人

１．職員の任免および職員数に関する状況
（１）任用・退職の状況（平成27年4月2日～平成28年4月1日）

（注）１職員数は、給与条例に基づく給料表の級区分によります。
２標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務です。
３職員数は派遣職員等を含みます。

区　　分 1級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 ７級 計

標準的な職務内容
主事

主事補
主任 主査 係長

課長補佐
主任主査

課長
参事
課長

職　員　数 41人 30人 14人 34人 25人 16人 2人 162人
構　成　比 25.3% 18.5% 8.7% 21.0% 15.4% 9.9% 1.2% 100.0%

（２）級別職員数の状況

職員数 対前年

増減数
主な増減理由

平成27年 平成28年

一
般
行
政
部
門

議会 2人 2人
総務企画 45人 43人 △2人 正職員から臨時職員へ代替による減

税務 11人 10人 △1人 中濃県税事務所派遣終了による減
民生 44人 43人 △1人 正職員から臨時職員へ代替による減
衛生 7人 8人 1人 ごみ処理等のための業務増

農林水産 12人 12人
商工 4人 8人 4人 世界記憶遺産のための業務増
土木 9人 9人
小計 134人 135人 1人

特別

行政部門

教育 14人 14人

小計 14人 14人

会
計
部
門

公
営
企
業
等

水道 6人 6人
下水道 1人 1人
その他 6人 6人
小計 13人 13人

合        計 161人 162人 1人

（注） 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する休職者、派遣職員などを含み、
臨時または非常勤職員を除いています。

（３）部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月1日現在）

八百津町の人事行政運営等の状況を公表します

住民基本台帳人口
平成28年3月31日（年度末）

歳出額
Ａ

実質収支 人  件  費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
26年度の人件費率

11,534人 5,996,839千円 335,536千円 1,243,111千円 20.7% 20.5%

２．職員の給与の状況
（１）人件費の状況（平成27年度普通会計決算）

（注）人件費には特別職に支給される給料、報酬等を含みます。

職員数
Ａ

給          与          費 一人当たり給与費
（Ｂ／Ａ）給    料 職員手当 期末・勤勉手当 計     Ｂ

153人 519,747千円 152,979千円 194,509千円 867,235千円 5,668千円

（２）職員給与費の状況（平成28年度普通会計予算）

（注）職員手当には、退職手当を含みません。

（３）職員の初任給の状況

区　　　　分 決定初任給
採用2年経過日

給　料　額

八百津町 一般行政職
大学卒 176,700円 188,600円
高校卒 144,600円 153,000円

（注） 経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務し
ている場合の採用後の年数をいいます。

（４）一般職の平均給料月額、給与月額および平均年齢の状況
平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
291,733円 327,359円 40歳5月

（注） 平均年齢の小数点以下は、月数で表記しており
ます。
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（５）職員手当の状況
区分 内　　　　　容 区分 期　末　勤　勉　手　当

扶養手当

配偶者 13,000円 支給期 期末手当 勤勉手当 計
扶養親族ついては1人につき 6,500円

期末勤勉手当
6月 1.225月分 0.800月分 2.025月分

（職員に配偶者がない場合は、そのうち1人について） 11,000円 12月 1.375月分 0.800月分 2.175月分
満16歳の年度始めから満22歳の年度末までの子 5,000円加算 合計 2.6月分 1.60月分 4.20月分

住居手当 賃貸住宅を借受け、一定以上の家賃を支払っている者 限度額27,000円 職制上の段階、職務の級等による加算措置    有

通勤手当
自動車使用（通勤距離に応じて支給） 限度額26,000円
公共交通機関利用（運賃相当額） 限度額55,000円

（注） 期末勤勉手当の月数については平成27年12月
現在です。

（６）特別職の報酬等の状況 ３．職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

勤務時間
1週間38時間45分

（1日7時間45分 午前8時30分～午後5時15分）

休憩時間 正午から午後1時
週休日 土曜日および日曜日
休日 国民の祝日および年末年始の6日間

夏季特別休暇 7月から9月の間で3日間
年次有給休暇 平均取得日数　9.3日（平成27年1月から12月）

区分
給料月額等

（平成28年4月1日現在）
期末手当

（27年度支給割合）

給料
町    長 695,000円 6月期 2.025月分
教育長 530,000円 12月期 2.175月分

計 4.20月分

報酬
議    長 300,000円 6月期 2.025月分
副議長 230,000円 12月期 2.175月分
議    員 220,000円 計 4.20月分 （注） 町長部局の保育園・公営企業・派遣職員を除いた一

般職員の場合です。

４．職員の休業の状況（平成27年度）
自己啓発等休業取得者 配偶者同行休業取得者 育児休業取得者 大学院修学休業取得者

男性 0人 0人 0人 0人
女性 0人 0人 3人 0人

分限処分

免職 0人
降格 0人
降給 0人
休職 1人

懲戒処分

免職 0人
停職 0人
減給 0人
戒告 0人

５．分限および懲戒処分の状況（平成27年度）
職務に専念する義務の免除の承認の状況 営利企業等従事の許可の状況

県職員への派遣 0件 0件
一部事務組合への派遣 0件

１ヶ月以上の研修 1件
その他 2件

（注）その他は、土地開発公社事務従事等です。

６．服務の状況（平成27年度）

地方公務員法第42条に基づき、職員の福利厚生事業の推進を図るため、八百津町役場職員親交会を設置しています。

運営については会員（職員）からの親交会費を原資として実施しています。

主な事業は以下のとおりです。

給 付 事 業・・・ 会員同士の相互扶助を行うため、慶弔や節目に対し、社会通念上の範囲内で祝金、見舞金等の給

付を行っています。（結婚給付金、見舞金、弔慰金、退会餞別金等）

福利厚生事業・・・会員同士の親睦と元気回復を目的とした事業を行っています。

（クラブ活動助成、レクリエーション助成等）

９．八百津町役場職員親交会の事業概要について

項　　目 実施件数 参加人数
派遣研修 0件 0人

職域別研修 30件 30人
専門研修 49件 277人
実務研修 33件 33人

情報化研修 7件 7人
合　　計 119件 347人

８．研修および勤務成績の評定の状況（平成27年度）
（１）研修の状況

評定基準日 毎年10月１日
対　象 一般職員（派遣を除く）全て

評定者

所属、役職ごとに評定者を区分
例）係長級以下の場合

第一評定者：課長補佐
第二評定者：課長

評定基準

例）係長級の評定要素
＜能力＞企画力・折衝力・理解力

表現力・知識技術
＜意識意欲態度＞

積極性・協調性・責任感
研究心・規律

（２）勤務成績の評定の状況（評定の内容）

公務災害の状況 健康管理事業の実施状況
認定件数 3件 一般定期健康診断 115人

人間ドック 28人

７．福祉および利益の保護の状況（平成27年度）

【共済制度】
岐阜県市町村職員共済組合に加入し、職員の生活

の安定と福祉の向上を図っています。

（注）期末手当の月数については平成26年12月現在です。
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シリーズ防災・包括支援

シリーズ
防災安全

No.62 避　難　情　報

シリーズ
包括支援

No.62
こんにちは八百津町

地域包括支援センターです
～ オレンジカフェの紹介 ～

□お問い合わせ　地域包括支援センター　☎43-3267または☎43-2111（内線2566・2567）

現在、台風シーズンの最中、大気の不安定な状況が続いています。また、突然のゲリラ豪雨などに

より、町の防災無線で避難情報の広報を流す場合があります。そのため、今回はみなさんに避難情報

の種類と内容、町民のみなさんに求める行動をお話したいと思います。

上記のように避難情報は大きく3つの種類があり、避難準備情報→避難勧告→避難指示の順番に災

害の危険度が大きくなっています。もし、避難情報が流れてもすぐに対応ができるよう予め危機感を

持つことが大切です。

オレンジカフェは、認知症についてみんなで語り合う憩いの場です。認知症の方を地域の温かい心

で見守っていきましょう。

と　き：10月11日（火）　午後1時30分～午後3時30分

ところ：喫茶「まるま」　　＜八百津町潮見811番地1　☎42-1035＞

参加費：500円（飲物とパン付き）　どなたでも参加できます！

内　容：認知症予防講話　「聞いて」「笑って」「動いて」脳トレ！！

講　師：のぞみの丘ホスピタル　理学療法士　　中津智広氏

お問い合わせ：10月7日（金）までに下記の地域包括支援センターへお申し込みください。

情報の種類 発令時の状況 町民に求める行動

避難準備情報

・ 避難するのに時間のかかる要配慮者
は避難を始めなければならない状況
です。

・ 人的被害が発生する可能性が高まっ
ている状況です。

・ 高齢者、病人、障がい者の方は支援者
とともに避難所へ早めの避難を始めて
ください。

・ 非常持出袋を用意するなどいつでも避
難できるように準備してください。

避難勧告

・ 通常の避難ができる方についても避
難を始めなければならない状況です。

・ 人的被害が発生する可能性がさらに
高まっている状況です。

・ 避難所へ速やかに避難を始めてくださ
い。

避難指示

・ 災害の前兆の発生や切迫した状況か
ら人的被害が発生する可能性が非常
に高まっている状況または実際に人
的被害が発生した状況です。

・ 避難中の方は確実に避難を完了してください。
・ いまだに避難していない方は直ちに避

難所へ避難を始めてください。
・ 避難の時間的な余裕がない場合には生命

を守る最低限の行動をしてください。危険！！

10月の予定
＜高齢者あんしん相談会＞
・11日（火） 午前9時30分から11時30分まで ところ：潮南出張所（予約が必要です。訪問相談あります。）

＜お元気サロン＞
・13日、27日（木） 午前9時30分から11時30分まで ところ：福祉センター（申し込みが必要です。）

＜こころの相談＞
・17日（月）　	 午後1時30分から ところ：保健センター（予約が必要です。）

 のぞみの丘ホスピタルの精神保健福祉士が個別に対応し、秘密は厳守します。
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シリーズ
教育

No.58

教育の窓

1 . は じ め に

八百津町出身の杉原千畝氏は、リトアニアの

領事館在任中に、ナチス・ドイツの迫害から逃

れてきた人々に対して、外務省の訓令に反して

大量のビザを発給し、数千人の命を救ったこと

で知られています。このような人道精神は、町

の宝であり、現在、そして未来に向けて、町民

が主体的に守り引き継いでいくものです。

町ではこれまで、杉原千畝記念館や人道の丘公

園の建設および運営を行い、人道教育を推進して

きました。また、学校においても杉原氏の精神を

継承するための学習を進め、人道創作劇の公演を

行ったり、他地区の学校との交流を行うなど、人

道教育（人権教育）の推進を行っています。

今年度は、町内の小中高校生の代表が集まる児童

生徒会サミットでも、いじめをなくすための取り組

みや各校の杉原千畝氏にかかわる学習の交流をしま

した。今回は、その内容について報告いたします。

2 . 児童・生徒会サミット28より

8月2日(火)に、

ファミリーセン

ター大研修室にお

いて、各校代表の

25名の討論を行

い、保護者をはじ

め地域の方150名ほどの参観がありました。

まず、各学校がそれぞれ行っているいじめ撲滅

に向けての取り組みを交流しました。挨拶や言葉

がけなどの日常の生活の大切さや、「ぽかぽか小学

校」「安心安全宣言」のような目標を設定して取り組

むことが効果を上げているなどの報告がありまし

た。また、異年齢交流や地域の方との交流で、い

ろんな年齢層の方とふれあうことで、相手を思い

やる意識が高まるのではという提案もありました。

その後、各学校での「杉原学習」の様子や成果に

ついての交流も行

いました。

八百津東部中学校

の敦賀や東京での研

修の様子や、八百津

小学校の人道創作劇

「メノラの灯」の実践

3 . 閉 会 宣 言

「いじめをしないようにしましょう。」とい

う働きかけと同時に、今日の交流であったよ

うに、普段からの挨拶・声かけなど、相手意

識を持った生活が学校生活を楽しいものにす

ることにあらためて気づきました。そのこと

がいじめをなくすことにつながります。

また、杉原さんは世界的に認められる功績

を残されたわけですが、自分ではない誰かの

ことを真剣に考えるといった基本的なことが

スタートだったと思います。私は、「一人一

人がお互いを認め合う社会」であれば、いじ

めもなくなると思います。

学ぶべき杉原スピリットは、まず「目の前

の人を想う」ことだと思います。そして八百

津で生活するものとして、さらに杉原さんを

学びましょう。今日参加した私たちがリード

して、そんな八百津町にしていきましょう。

4 . お わ り に

サミット後にNPO法人ホ

ロコースト教育資料センター

代表の石岡史子先生から「杉

原千畝～助けられた命のメッ

セージ～」と題し講演をして

いただきました。その中で、

八百津の児童生徒へ「日頃から人の命の大切さ

を話し合っている八百津のみなさんなら、何か

あったときに力を合わせて助け合えるのではと

感じた。」とお言葉をいただきました。

「杉原学習」を深めることは“人道のまちづく

り”を進めるうえで大変重要であることを、改

めて学ぶことができた会になりました。

ご参観いただきました町民のみなさま、本当

にありがとうございました。

を中心に交流しました。

会の終わりには、来賓のリ

トアニア・カウナス市教育文

化委員長のイナ・プクリテさ

んよりご講評をいただき、各

学校のいじめ撲滅の取り組み

に興味を持たれたことや「杉原さんの思いを未来

につなげていってほしい。」とのお話がありました。

人道のまちづくりに向けて 八百津町
教育委員会

サミット話し合いの記録
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役 場 か ら の お 知 ら せ
納期のお知らせ ※�口座振替をご利用の方は､　残高確認をお願いします。

●9月30日�納期限● ●10月31日�納期限●

国民健康保険税 5期分

介護保険料 5期分

後期高齢者医療保険料 3期分

保育料 9月分

水道料 9月分

町営住宅使用料 9月分

町県民税 3期分

国民健康保険税 6期分

介護保険料 6期分

後期高齢者医療保険料 4期分

保育料 10月分

水道料 10月分

町営住宅使用料 10月分

9月 10月

健康福祉課からのお知らせ

予防接種を受けましょう！！

■インフルエンザの予防について

　インフルエンザが流行した場合、高齢者や慢性疾患を持っている人・疲れている人・睡眠不足の人

は、人混みへの外出を控えましょう。外出時にはマスクを着用し、室内では加湿器などを使って適度

な湿度を保ちましょう。十分な休養やバランスの良い食事をとることも大切です。帰宅時に手洗い、

うがいも一般的な感染症の予防としておすすめします。

□お問い合わせ　健康福祉課　健康増進係　保険センター内　☎43-2111（内線2561）

対象者

1.　八百津町に住民票があり、65歳以上の方（接種当日に満65歳以上の方）

2.　 八百津町に住民票があり、60歳から65歳未満の方で、心臓・腎臓・呼吸器の

機能または免疫機能の障害があり、おおむね身体障害者手帳1級相当の方（保健

センターで手続きが必要です。）

予診票配布
期間：10月3日（月）～12月22日（木）

場所：①医療機関　②保健センター　③八百津町役場　④各出張所

接種期間
10月17日（月）～12月22日（木）

※期間中に該当年齢になる人は、誕生日を迎えてから接種を受けてください。

ワクチンの種類 インフルエンザHAワクチン〈4価ワクチン〉

接種回数 1回

接種費用

自己負担金：1,500円（医療機関窓口でお支払いください。）

※生活保護世帯の方は無料となります。事前にインフルエンザ予防接種費用助成

の申請を保健センターで行ってください。

持ち物

1.　 予診票（予診票の郵送は行いません。事前に予診票を受け取り、あらかじめ自宅で記入してください。）

2.　保険証、運転免許証などの本人確認できるもの

3.　自己負担金

4.　 予診票には、接種意思確認のため、氏名を自署いただく欄があります。予診票

記載が困難な方は代理記載いただける親族等の同行をお願いします。

接種場所 町内または加茂管内の契約医療機関　※詳しくは、保健センターへお問い合わせください。

10月17日(月)より、高齢者インフルエンザ予防接種を開始します。インフルエンザによる重篤な合

併症や死亡を予防し、健康被害を最小限にするために行います。希望される方は下記のとおり実施し

ますので、ご自身により医療機関で接種を受けてください。

■接種の流れ　※予診票の個人通知は行っておりません。

１予診票受け取り→２医療機関へ予約（町内医療機関は予約不要です）→３予約日に医療機関で接種
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役 場 か ら の お 知 ら せ

管理栄養士（臨時職員）募集！

○�お申し込み方法　市販の履歴書に顔写真を貼付し、必要事項を記入のうえ、管理栄養士免許証の写しを添え
て10月31日（月）までに役場健康福祉課（保健センター内）へ提出してください。申し込み後、面接等（日程は
後日連絡）を行ないます。詳しくは、下記までお問い合わせください。

○期限までに申し込みがない場合は、募集を延長します。

■任用区分　管理栄養士「臨時職員」
■募集人員　1名
■職務内容　保健センターにおける栄養指導全般
■応募資格　管理栄養士資格を有する人
■雇用期間　12月1日～平成29年3月31日（更新有り）
■勤務場所　保健センター

■勤務条件
勤務時間：午前8時30分～午後5時15分
勤務日　：月曜日～金曜日
賃金　　：月額154,300円
ボーナス：6月・12月に期末手当の支給あり。
　　　　・H28年度：12月（賃金の0.3月分程度）
　　　　・翌年度以降（更新の場合）
　　　　  6月（賃金の1.225月分）・12月（同1.375月分）計2.6月分
その他手当：規定に基づき、通勤手当、時間外手当あり。
社会保険：加入有り（社会保険、厚生年金、雇用保険等）
そ�の�他：規定に基づき有給休暇および特別休暇あり。

町では次のとおり、管理栄養士を募集しています。

□お問い合わせ　健康福祉課　健康増進係　保健センター内　☎43-2111（内線2561）

平成29年度 保育園入所説明会のお知らせ
来年4月から、町内の公私立保育園へ新規入所を希望する方の説明会を次の日程で行います。

※説明会は下記日程限りの開催です。また、入所申込書の受付は原則、10月末までとなります。

・入所申込書は各説明会の当日にお渡ししますが、当日都合の悪い方は後日保育園等で受け取ってください。
・現在保育園に入所し、引き続き入所を希望される方については、各園で確認をとります。
・平成29年度途中に入所を希望される方（入所予定のある方）についても、お越しください。

【保育園入所の資格】

◎ 八百津町にお住まいの方で、児童の状況が下記のいずれかに該当し、家庭内で充分な保育ができない（保

育の必要性がある）と認められるもの。

① 児童の親が日常、育児や家事以外の仕事に従事している場合（会社員、パート勤務や内職または農業等に従事）

②児童の親が病気であったり、出産の前後または障がい者である場合

③児童の親が家庭内の長期にわたる病人等の看護にあたっている場合

④その他、保育を必要と認められる特別な事情の場合

□お問い合わせ　健康福祉課　子育支援係　保健センター内　☎43-2111（内線2564）

※潮南保育園は平成26年度より休園中です。

【説明会の日程表】

保�育�園�名 入所定員 説�明�会�の�日�時 会��場
町立 八百津保育園 100名 10月7日（金）午後3時から 八百津保育園
町立 錦津保育園 80名 10月6日（木）午後3時から 錦津保育園
町立 久田見保育園 40名 10月3日（月）午後3時から 久田見保育園
私立 和知保育園 80名 10月4日（火）午後3時から 和知保育園

◎赤ちゃん（生後6ヶ月以上）から小学校入学前までの保育の必要なお子さんをお預かりします。

◎ 保育時間は午前8時から午後4時までです。お勤めの都合などでご希望により延長保育のご相談に応じます。

　八百津保育園では午前7時から午後7時までの延長保育を行います。

◎子どもたちの成長を願い、安全でバランスのとれた給食・手作りおやつを用意します。

◎ 八百津保育園・和知保育園では障がい児保育も行います。また、他の保育園につきましてもご相談ください。

◎育児相談を受付けます。子育ての悩みは気軽にご相談ください。

◎八百津保育園・和知保育園では未就園児童の一時預かり（一時保育）を行っています。

保育園はこんなところです
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役 場 か ら の お 知 ら せ

水道環境課からのお知らせ

「その他プラ」（プラスチック製容器包装）を出す前にご確認をお願いします！
○「その他プラ」の袋に入れるプラスチック製の容器包装に「　�マーク」は付いていますか？
　洗ってないものは入っていませんか？
○「その他プラ」の袋に「自治会名」と「氏名」は記入してありますか？

住民のみなさんにごみの分別と減量化に積極的に取り組んでいただいています。しかし、「プラスチック
製の容器包装」を回収していることは知っていても「入れていいものはどんなものか」「なぜ集積所に残ってい
るか」などのお電話をいただきます。また異物や洗っていないものが混入し、自治会名・氏名の記入もなく
回収されない事例があります。そこで、もう一度再確認したい「その他プラ」の出し方と出してはいけないも
の、リサイクルのルールを改めてお知らせします。

■「その他プラ」って何？
　プラスチック製容器包装で、商品を入れたもの（容器）や、包んだもの（包装）であって中身の商品を取り出
した（使った）後、不要となったものをいいます。
　「その他プラ」とは、「その他プラスチック」を略したもの。容器包装リサイクル法において、プラスチック
は指定表示ペットボトル（清涼飲料・しょうゆ・酒類の3種類）とそれ以外のプラスチック製容器包装の2種類
の分別になっています。このため「その他プラ」の「その他」とは、指定表示ペットボトル以外のプラスチック
製容器包装を指します。

プラスチック製容器包装のマークのあるものが対象となります。
■「その他プラ」の出し方
１． 「その他プラ」を入れる袋は、「プラスチック製容器包装【その他プラ】（青色の文

字）」を指定袋としていますので、この袋に入れて出してください。袋は、役場
1階　水道環境課および各出張所でお渡ししています。

２．袋には「自治会名」と「名前」を必ず記入してください。

３． 毎月第2と第4の日曜日に指定の場所に出してください。回収時間に間に合わな
かった時は次回に出していただきますようお願いします。

４．「対象となる物は？」（主な物）　※汚れたままのものは可燃ゴミです。

【ボトル類】
シャンプー・乳酸菌飲料
洗剤などのボトル

（必ず中を洗ってください。）

【キャップ類】
インスタントコーヒーや
ペットボトルなどのプラ
スチック製のキャップ

【トレイ類】
発泡スチロール製のトレイ以外の
トレイは「その他プラ」として出し
てください。（発泡スチロール製食
品トレイは別に回収しています。）

【発泡スチロール製の緩衝材類・発泡スチロール製のトレイ類・ペットボトル】
　家電製品などに入っている発泡スチロール製の緩衝材や生鮮食料品の発泡スチロール
製トレイおよびペットボトルは、別に回収日がありますので、その時に出してください。

５．「その他プラ」としては出さないで！

進めようリサイクル・再商品化！

【チューブ類】
歯磨き粉・わさびなどの
チューブ

（中を洗ってください。）

【カップ・パック類】
プリン・卵パック・コン
ビ二などの弁当容器・総
菜のパックなど （紙は除
く）（洗ってください。）

【ネット類】
野菜や果物が入っていた
ネット

（金具は外してください。）

【ポリ袋・ラップ類】
スナック菓子・お菓子な
どの包み

（惣菜などのラップは汚れ
 を落としてください。）

異物や洗っていないもの
が混入し自治会名・氏名
の記載もなく残されたご
み袋
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役 場 か ら の お 知 ら せ

総務課からのお知らせ

学べる八百津町結婚相談所を開催します！
町結婚相談所では真剣に結婚をしたいと思う独身男女（町外の方でもOK！）を対象に学べる結婚相談所を

無料で開催しております。専門アドバイザーが個別に相談を受け、個人のスキルアップに対するアドバイス
をします！安心して「初めの一歩」を踏み出しましょう！お気軽にご相談ください。ホームページからも予約
が可能です。詳しくは、ホームページまたは、下記のお問い合わせ先までご連絡ください。
■と　き　：10月 8日（土）/15日（土）午後1時30分～4時30分　
　　　　　　　　21日（金）/28日（金）午後7時00分～9時00分
■ところ　：役場西側防災センター
※結婚相談所は、毎月3回定期的に開催しております。
■初回登録の持ち物　①3か月以内に撮影された写真2枚
　　　　　　　　　　②独身証明書（役場で発行しております）
　　　　　　　　　　③本人確認のできる書類とそのコピー
□お問い合わせ　役場2階　総務課　政策調整係　☎43-2111（内線2212）　E-mail：ketukon@town.yaotsu.lg.jp

町民課からのお知らせ

臨時福祉給付金の受付について
昨年に引き続き、本年も臨時福祉給付金が支給されます。これは消費税率の引上げによる影響を緩和す

るためと、賃金引上げの恩恵がおよびにくい低所得の障害・遺族基礎年金受給者を支援するため、臨時的
な措置として給付金を支給するものです。対象となる方は、お早めに手続きをされますようお知らせしま
す。なお、町外のご親族（課税者）に扶養されていると対象とならない場合がありますので、ご確認ください。

１．支給対象となる方
平成28年1月1日時点で八百津町の住民基本台帳に登録されており、平成28年度の町県民税（均等割）が課税

されていない方が支給の対象となります。ただし、次の場合は支給の対象外です。
・生活保護制度の被保護者となっている場合
・支給対象者を扶養している方が課税されている場合（扶養している方が町外にみえる場合も含みます。）
町では、町県民税（均等割）が非課税の方（臨時福祉給付金の対象者となる可能性のある方）に対し、非課税

のお知らせとともに、臨時福祉給付金の申請書を送付させていただきます。

２．支給額
支給対象者1人につき 3,000円　支給は1回限りです。
また、平成28年度の臨時福祉給付金の対象者のうち、障害基礎年金および遺族基礎年金を受給している方

へは、30,000円の加算措置があります。ただし、すでに高齢者向け給付金（3万円）を受給された方は対象外です。

４．申請に必要な添付書類
①本人確認書類　※必ず対象者全員分の本人確認書類をご用意ください。

③障害・遺族基礎年金の受給確認書類（申請書の「障害・遺族基礎年金受給者向け」欄にあらかじめ「該当」と印字されている場合は添付不要）

④扶養者の非課税証明書（一部の方のみ添付が必要/町外のご親族（非課税者）に扶養されている方などは、扶養者の非課税証明が必要）

□お問い合わせ・提出先　役場1階　町民課　☎43-2111（内線2111）　および　役場各出張所

免許証・パスポート・身体障害者手帳・在留カード・個人番号カードなど、官公庁が発行した写真付きの証明書

【1種類で良いもの】

ア　健康保険証・年金手帳・年金証書・地方公共団体が発行した医療受給者証など
イ　その他本人が確認出来る書類（病院の診察券など）
※アの書類を2種類かア・イの書類をそれぞれ1種類ずつ提示していただくことが必要です。

【2種類が必要なもの】

受取口座の金融機関名、口座番号、口座名義人（カナ）が分かる通帳またはキャッシュカード
※「臨時福祉給付金申請書」に記載の「1.申請・受給者」または「5.代理人」名義の口座に限ります。

②振込先金融機関確認書類　（申請書に印字してある金融機関口座を希望される場合は不要です。）

３．申請期間　9月9日（金）～平成29年1月10日（火）　※期限を過ぎると支給できなくなります。お早めに手続きを済ませてください。

親御様向け相談会も開催します！
■と　き：10月25日（火）　
　　　　　午後1時30分～3時30分
■ところ：役場西側防災センター

イメージキャラクター
カクニンジャ
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萬 萬 歳
ドイツの南西端、フランス・スイス国境に近い場所にあるフライブルグは、ソーラーエネルギーな

どのエネルギー政策や公共交通機関を中心とした都市デザイン、緑の保護条例など、先進の環境対策

と快適性が世界から環境都市として注目を集めています。

当町は(株)清流パワーエナジーと共同で、太陽光発電や地

元間伐材を利用した木質バイオマス発電など、再生可能エ

ネルギーを用いた水素製造プラントの建設計画を進めてい

ます。現在当町に本拠地がある水素ステーションの水素も

当面はガス会社から購入した水素を供給しますが、2020年

までには当町の事業所で製造した水素が供給開始される予

定です。

宝くじの社会貢献広報事業として、地域のコミュニティ活動

の充実・強化を推進し、地域社会の健全な発展を図るために、

宝くじ助成金を活用し、次の事業を行いました。

＜事業内容＞

錦津地区夢おこし事業推進委員会が音響セット・プロジェク

ター・集会用テントなどを購入し、地域の活性化のため、毎年

行う夏祭りや各種行事などに活用します。

八百津町長　金子政則

当町は、再エネで水素を生成し二酸化炭素を排出しない

低炭素化社会の“まちづくり”を目指し、研究開発や社会実

験への実証フィールドの提供、また施策や事業における再

生可能エネルギーの導入および活用、住民のみなさまへの

普及啓発などを通じて積極的な協力を行います。7月26日、

岐阜県庁で「水素社会の実現に向けた産学官連携協定締結

式」がありました。当町は昨年度から岐阜県次世代エネル

ギーコンソーシアムの会員となり町と関連企業、地域住民

等による水素利活用に関する調査研究を進めてきました。

これを契機に、再エネ由来の水素をエネルギー資源として、観光・地場産業振興・防災力強化・エネ

ルギー産業創出等を活用するまちづくりの機運が醸成されると思われます。総務省委託事業「分散型

エネルギーインフラプロジェクト・マスタープラン策定事業」に応募し、その取り組みを加速させて

います。

この連携協定の締結により、岐阜県および岐阜大学ならびに関連企業3社（(株)清流パワーエナジー、

森松工業(株)、ブラザー工業(株)）の技術支援を受け、庁舎など公共施設への燃料電池の導入、廃熱を

利用した温浴施設や露天風呂の設置、温室栽培による地元野菜の生産やキノコ栽培の取り組みなどエ

ネルギー関連産業を進める事が実現すれば、雇用や人口対策のみならず環境都市として全国へ、世界

へ発信できる日も訪れると思います。

一般財団法人自治総合センター　コミュニティ助成事業を活用しました！

錦津地区夏祭りの様子
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Photo　Yaotsu

～まちの話題～

この教室は、県主催による「ラモス清流の

国づくり夢プロジェクト」として、スポーツ

を通じた地域交流の促進と地域の絆づくりを

目的とし、未来を担う子ども達を対象に県内各地で開催

されているものです。

今回は、町内在住の小学生100名を対象として開催され、

ラモス氏の華麗なテクニックを間近で見たり、ユーモア

たっぷりのトークやプレイで会場は拍手が湧き起こるな

ど大盛り上がりとなりました。

またラモス氏は同教室の前に杉原千畝記念館にも訪れ、館長から説明を聞きながら『命のビザのレプ

リカ』などを興味深そうに見学し、「杉原さんは日本の誇りです。すごい人だ、来て良かったと思ってい

る。」と感心していました。

ラモス瑠偉ふれあいサッカー教室

7/2

憧れのラモス監督のサッカー教室にみんなドキドキ

町防災センターに設けられた参議院議員通

常選挙の期日前投票所で、八百津高校3年生

の3名が投票の受付係を務めました。

選挙権年齢が18歳以上に引き下げられたことから、高

校生に選挙を身近に感じてもらおうと、町の選挙管理委

員会が初めて企画しました。生徒らは、訪れた人に選挙

日当日に投票できない理由を確認し、宣誓書を記入して

もらうまでの作業を丁寧に説明していました。

事務に従事した曽我さんは、「複雑な手続きがあって、一票の重みを感じました。自分が投票する

時は、公約をよく見て、若者の意見を取り入れてくれる人に投票できるように考えたいです。」と話

していました。

八百津高校生が選挙事務に従事

7/2・9

投票者に丁寧に説明をする曽我さん

岐阜県庁において八百津町と岐阜県、岐阜大学、並びに㈱清流パワーエナジー、森松

工業㈱、ブラザー工業㈱の6者で、「水素社会の実現に向けた産学官連携協定」を締結し

ました。

この協定の中で、八百津町の役割として「研究開発・社会実験への実証フィールドの提供や、試作・事業に

おける再生可能エネルギーの導入・活用、住民への普及啓発などを通じて積極的な協力を行う」としています。

また、7月29日には、八百津町に燃料電池自動

車（FCV）のミライが納車され、これからの水素社

会に向けたスタートが切られました。

今後、町内においても産官学が連携したさまざ

まな事業が展開されることとなります。

「水素社会の実現に向けた産学官連携協定」を締結！

7/26

八百津の町中を燃料電池自動車「ミライ」が走っています
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～まちの話題～

杉原ウィーク2016特別企画「リトアニアフェ

スタ」がファミリーセンターで開催されました。

同フェスタは町在住の筑前琵琶演奏家、田中旭泉さん

の演奏で始まり、八百津町とカウナス市との基本合意書

締結式が執り行われました。

その後「音と食の

リトアニアの旅」が

開かれ、各務原出身　出張料理・フードプロデュース　たけ・

やさいや主宰の創る料理に舌鼓。メニューは主に地元産にこ

だわった、八百津の焼き夏野菜添え、ビーツとピクルスと鰯

のマリネのサラダ（内堀醸造のお酢を使用）、など9種。

また、会場では、2013年5月に結成された新アコースティ

ックユニット、N e w T o n e sによる、リトアニア国歌のほか、

8曲のクラシックが演奏され、参加者は聞き惚れていました。

杉原千畝が繫ぐ
音と食のリトアニアの旅

7/31

基本合意書締結式が厳かに行われました

会場は満員、料理に舌鼓を打ちました

中学生海外派遣結団式が、ファミリーセン

ター大研修室で開かれ、八百津中学校3年生

の16名と八百津東部中学校3年生の4名、団長

の榊間誠八百津中学校長らが出席しました。

式では団員一人ひとりが夏休みに入り事前研修で英会

話を学んだ成果として、英語で自己紹介や抱負を述べま

した。その後、派遣生徒代表の笹山大我さんが「今回の研

修が国際社会に生きる私たちの今後の大きな力と勇気を

もたらしてくれると思う。このような貴重な機会を与えてくださった関係者のみなさんに感謝したい

です。」と決意を述べました。

本事業は同町出身で、現在埼玉県在住の会社会長吉田茂さんの寄付による「吉田茂国際交流基金」を

活用し2002年からスタートした派遣事業は今年で14回目になりました。生徒らは、8月10日～19日

の期間にワシントンDCやニューヨークを訪問し、ホロコースト記念館で杉原氏の功績を学んだりし

ました。

八百津町中学生海外派遣結団式

8/3

海外派遣へ参加する中学生ら

ファミリーセンター大ホールで、平和を願

う「杉原ウィーク2016　星空コンサート」が開

催され、八百津東部中学校2・3年生の21人と

高山市出身の清水ミチコさんとシンガーソングライターの

玉城ちはるさんが歌声を響かせ、町内外から訪れた約600

人を魅了しました。コンサートは、杉原千畝氏を顕彰し、

人道の精神に学ぶ「杉原ウィーク2016」のイベントの内の

ひとつで、毎年開催され今年で21回目となりました。

はじめに八百津東部中学校の生徒が「花は咲く」や「ひま

わりの約束」、「ふるさと」を合唱しました。合唱が終わるとシンガーソングライターの玉城ちはるさ

んが登場し、合わせて4曲を熱唱しました。清水ミチコさんが登場すると、会場は一気に盛り上がり、

ピアノの弾き語りやモノマネ、土地ネタなどを披露し、会場を大いに沸かせました。

星空コンサート ～丘にのぼれば平和が見える～

8/6

ホールに美しい歌声を響かせました
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～まちの話題～

八百津橋付近で、「蘇水峡川まつり花火大

会」が開催され、スターマインや打ち上げ花

火が夏の夜空を彩りました。詰めかけた観客

は歓声をあげたり拍手を送るなど、山に反響する大きな

音と美しい光の共演を満喫していました。

また、役場周辺では小学生による和太鼓や、元気いっ

ぱいのダンスなどが繰り広げられ、夏の夜の賑わいを盛

り上げました。

前週には、この川まつりで来場者が気持ちよく花火を

見られるようにと、「新丸山ダム工事事務所建設工事安全

技術委員会」に所属する16社30名および新丸山ダム工事事務所の5名が、花火大会会場の川岸の草刈

り清掃作業を行ってくださいました。会長の北川さんも「これで、見物に来られるお客さんも安全に

気持ちよく花火が見られるようになりました。」と笑顔で話していました。暑い中の清掃活動、あり

がとうございました！

真夏の風物詩！蘇水峡川まつり開催！

8/7

納涼広場には大勢の人が集まり、ステージ等を
楽しみました

町主催の「蘇水サマーフェスタ2016」が蘇

水公園で開催され、約300人が参加しました。

カッターボートレースとドラゴンカヌーレ

ースが行われ、合わせて30チームが出場し、参加者はチ

ームで漕ぐタイミングを合わせながら往復300メートル

のコースを力一杯漕ぎきりました。

そのほか、水上バイクで引っ張るバナナボートやカヌー

の試乗会コーナーもあり、小中学生に人気を集めました。

また、今年は「全国レクリエーション大会in岐阜　啓発キャラバンイベント」も同時開催され、オー

プニングでは錦津小学校の生徒による和太鼓が披露され、町長がスポーツやレクリエーションの推進

をしていくことを力強く宣言しました。

同イベントでは、ロープジャンプXとディスクゴルフの体験会が行われました。

蘇水サマーフェスタ2016開催！

8/7

夏の日差しの下、声を合わせて船を進めました

8/11

初めての「山の日」に開催された「RAINBOW CHILD 2020」、蘇水公園は県内外からの

多くの来場者で賑わいました。（仮）ALBATRUS、加藤登紀子など35組以上のアーティ

ストによる野外ライブでは、芝生に座りながらゆったりと聴ける音楽や、みんなで盛り

上がれる音楽が会場に響き渡りました。子どもも遊べるマリンスポーツ・スケートボー

ド・アートペインティングなどの体験も行われ、真夏のやおつを親子で楽しめるフェス

となりました。

お山の野外音楽フェスティバル「RAINBOW CHILD 2020」開催！

快晴の日差しの中、熱気に包まれる会場　　子どもから大人まで存分に楽しみ、真夏のフェスを満喫しました

イベントの開催にあたり、近隣のみなさまにはご理解とご協力いただき、誠にありがとうございました。

また、ボランティアスタッフとしてお力添えをいただきましたみなさまに心より感謝申し上げます。
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⑥

3月

●平成27年度杉原千畝記念館

　来場5万人達成イベント（20日）⇒①

●水素エネルギー搬送車出発式

　水素ステーション開所式（30日）

●ご当地キャラパークinイオンモール熱田（16日）⇒②

●ふくしまサクラモリプロジェクト（5日）⇒④	⑤

●棚田オーナー　田植え（1日）

●かも1グランプリin坂祝（8日）

●錦津小学校遠足in八百津高校（12日）⇒③

●再生可能エネルギーシンポジウム（21日）

●ともびき感謝祭in八百津（29日）

●ラモス瑠偉ふれあいサッカー教室in八百津（2日）

●FC岐阜ホームタウンデー（20日）⇒⑥

●オアシス21での岐阜県観光PRイベント（25日）

●蘇水サマーフェスタ（7日）

●RAINBOW	CHILD	2020（11日）⇒⑦	⑧

やおっちの活動レポート

やおっちの活動レポート

3月～8月

5月

6月

7月

8月

①

⑤

⑦ ⑧

③

④

4月
②

ゆるキャラ大集合！
友達がたくさんできたよ♪

八百津東部中学校のみんなや地域の人たちと桜を植えたよ！
きれいな桜が咲きますように！

ガンバって歩いたね！
八百津高校のみんなありがとう♥

お山の野外音楽フェスティバル♪
ステキなお店もたくさん出てたよ！

FC岐阜をみんなで応援しよう！！
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あなたと本が出会う場所 ～みんな図書室へ行こう～

開館時間：午前10時～午後6時

休 館 日：毎週月曜日・第3日曜日・年末年始

貸出は1人3冊まで。2週間借りられます。

ファミリーセンター2階
☎43-0390

図 だ よ り室書

今月のおすすめの本

直木賞受賞作。寂れた海辺の小さな床屋。潮の匂いが感じられるほど、情景描写が細やかです。

床屋の主人と｢僕｣の時間が流れていく様子は、しんみりと温かい気持ちになります。表題作を含

む6作収録の短編集です。個人的には、6作目の「成人式」が一番心に響きました。切なくて可笑

しくて、でも前向きな気持ちになれますよ。

海の見える理髪店 萩原浩／著　集英社

おばけマンションに住んでいるのは、入れ歯のドラキュラ、ほうたいが足りないミイラ

男、バラバラになったがいこつなど、ちょっと間抜けなおばけたちです。そこに、2人の

子どもがやってきます…。ユーモラスなおばけたちに、子どもさんも夢中になること間違

いなし！！イラストもおしゃれで可愛いですよ。

おばけマンション 鈴木翼／文　村上康成／絵　世界文化社

8月3日水曜日、美濃加茂市「のはらの会」のみなさんによる、毎年恒例！夏の朗読会を行いまし

た。大人37名、子ども54名と、多くの方が参加されました。来場された方は、大きなスクリーン

と音楽で彩られたものがたりの世界を、じっくりと味わってみえました。今年は、「くまのこうち

ょうせんせい」「かぜのでんわ」「やどかりの夢」「あっぱれのはらうた」など、絵本を中心に朗読を聞

かせていただきました。命を題材にした作品もあり、子どもたちの心に残る朗読会となったよう

です。また、来年も開催する予定です。お楽しみに！

感想シートより・・・
「のはらの会の人たちの本よみがすごく上手でした。

わたしもあんなふうにうまくなりたいです。」

「はじめてきくはなしがきけたので、よかったです。

本でもっとしらべてみたいです。」

「子どもたちがとても楽しそうに聞いていて、改め

て読み聞かせの力を感じました。私もゆっくりと聞く

ことが出来て良かったです。家でもたくさん読んであ

げたいです。」

第11回 夏の朗読会を開催しました

ファミリーセンター１階にて雑誌

コーナーを開放しています！

ぜひご利用ください♪
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子育て情報ひろば
10 月の行事予定

子育て支援センター

　  ☎43-2111(内線2582)

八百津保育園 ☎43-0196

錦津保育園  ☎43-0449

久田見保育園 ☎45-1276

和知保育園  ☎43-0519

乳幼児学級  ☎43-0390入園前のお子さんとパパ、ママ、祖父母のみなさまの子育てを応援します！

家族の子育て支援 (ファミサポ)

子育てあれこれ！

“子どもの話を聞きましょう。”
真剣に聞くだけで、

あなたは大切な存在だよ

と伝えることになります。

キレない子に育てるには、

“キレない親に　なること”です。
10歳までは

“しっかり　甘えさせて！”

～明橋大二氏　子育てハッピーアドバイスより～

お詫と訂正
広報7月号に掲載しました9月子育て支援センター

誕生日会の日にちが間違っておりました。

正しくは29日〈木〉です。申し訳ありませんでした。

みなさまのご参加お待ちしております。（子育て

支援センタ―）

行 事 名 と　き 対　象 ところ 内　容

乳幼児相談 18日(火)　 9 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター
身長・体重　発育相談
保健師・栄養士が対応

誕生会 27日(木)　10 :30～11 :00 未就園児 子育て支援センター 消防車を見よう

子育て支援学級
ぴよぴよ 1日（土）　9:00～

22日（土）　9:00～

未就園児（0歳1歳）
八百津保育園

運動会に参加しよう
ちびっこ広場参加子育て支援学級

すくすく
未就園児（2歳以上）

子育て支援学級
わいわい

22日（土）　9:00～ 未就園児 錦津保育園 ちびっこ広場参加

子育て支援学級
あおむし

22日（土）　9:00～ 未就園児 久田見保育園 ちびっこ広場参加

子育て支援学級
ムーミン

1日（土）　9:15～
22日（土）　9:00～

未就園児 和知保育園
運動会・親子ゲーム
ちびっこ広場参加

園庭開放
毎週月曜日9:30～11 :00 未就園児

八百津・久田見・
和知保育園

運動場で遊ぼう

毎週土曜日9:30～11 :00 未就園児 錦津保育園 運動場で遊ぼう

乳幼児学級

6日（木）　10 :00～12 :00
東部地区
学級生

久田見センター
駐車場集合

お外で元気に
遊ぼう！
バス遠足

11日（火）　10 :00～12 :00
和知地区
学級生

和知センター
北側駐車場集合

20日（木）　10 :00～12 :00
錦津地区
学級生

錦津コミュニティ
駐車場集合

25日（火）　10 :00～12 :00
八百津地区

学級生
ファミリーセンター

駐車場集合

<ねらい>

八百津町内のこども達がみな等しくよい

環境の中で心豊かに育つ

<目標>

八百津町内の乳幼児親子が集まり、感動

を共有しこどもと育ち会う

記

と　き　10月22日（土）午前10時より

ところ　ファミリーセンター（夢広場ゆうゆう）

詳しくは別紙でお知らせいたします。た

くさんの方のご参加をお待ちしております。

第33回ちびっこ広場

お知らせ　保育園より
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保健センターだより 10月の行事予定

八百津町保健センター　☎43-2111
乳幼児健診や予防接種のお問い合わせは内線2561・2562へ

メール相談：hosoudan@town.yaotsu.lg.jp

家族の子育て支援 (ヘルスケア)

○ところ　　　：可茂会場　可茂総合庁舎（美濃加茂市古井町下古井字2610-1）
○と　き　　　：11月29日（火）　午後1時30分～4時
○内　容　　　：個別相談会(一人あたり45分程度）
○申し込み方法：電話・FAX・メールで「氏名・電話番号・会場・希望時間」を連絡
○お申し込み先：岐阜県不妊相談センター
　　　　　　　　電話　058-389-8258（FAX兼）　Mai l：c11223a@pref.gifu.lg.jp
○受付時間　　：月・金曜日　午前10時～午後4時　(正午～午後1時、祝日は除く）
○申し込み期限：11月25日(金）　午後4時まで
　※この相談会は予約制です　

岐阜県不妊相談センター出張相談会（れんげ相談会）開催のお知らせ

行事 期日 対象 受付時間 場所

母
子
保
健

4ヵ月児健診 13日（木） H28年5～6月生まれ 13 :00～13 :05

保健センター

10ヵ月児健診
ぱくぱくはみがき教室

13日（木） H27年11月～12月生まれ 11 :20～11 :25

2歳児歯科健診 20日（木） H26年8～9月生まれ 13 :00～13 :05

プレママくらぶ 20日（木） H29年1月～2月出産予定日 13 :05～13 :10

乳幼児予防接種 毎週火曜日
保健センター

四種混合

ヒブワクチン

肺炎球菌ワクチン

BCG

4日（火）
18日（火）

MRワクチンⅠ・Ⅱ期

日本脳炎Ⅰ・Ⅱ期

水痘

二種混合

11日（火）

25日（火）

ベビークッキング＆

アフタービクス
12日（水）

※7日（金）までに電話予約してください。

　（産後6ヶ月までの方）

13 :00までに

お越しください

ファミリー

センター2階

母子手帳交付 毎週水曜日
町内在住の全妊婦※マイナンバーカードおよ

び、身分の証明が出来る物を持参してください。
 9 :00～ 9 :30 保健センター

成
人
保
健

健康相談 12日、19日、26日（水） 町民の方 10 :00～11 :00

保健センター
歯周病検診 20日（木）

H7、2、S60、55、50、45、40、35、30、25、20年度生

※前日までに電話連絡してください。
13 :50～14 :00

結核健診 14日（金）
平成28年4月1日現在満64歳以上で、肺がん
検診、7月の結核健診を受診していない方
※ 結核や肺・呼吸器の病気で治療中の方はご遠慮ください。

詳細は個別通知をご覧ください。

肺がん検診

保健センター
3日（月）～9日（日）

40歳以上の方 7月に発送した個別通知を
ご確認ください。

胃がん検診
40歳以上の方
★検査日前日夜8時以降は飲食しないでください。
　当日の朝も飲食や喫煙をしないでください。

大腸がん検診 40歳以上の方

前立腺がん検診 50歳以上の方

眼底・眼圧検査

心電図検査
40歳以上の方

注意
予約制です。
1週間前までに保健センターへ
ご予約ください。

受付は13：00～13：20です！！
(接種は13：30～です)

・到着順の番号札をお取りください。

・番号札をとれるのは、13：00～13：20までです。

・番号札と接種の順番は異なります。

予防接種スケジュールを個別にご覧ください。

不明な方は保健センターにご連絡ください。

第1・3週

第2・4週

BCG・水痘・ＭＲ
ワクチンの接種
後は27日以上の
間隔をあける必
要があります。
ご注意ください。

10月8日(土）、9日(日)に

がん検診、眼底・眼圧･心電図

検査、特定健診を実施します。

仕事等で平日受診できない

方はこの機会にぜひ受診して

ください。

※ 転入の方は
ご連絡くだ
さい。

不妊や不育に関することで悩ん
でいませんか？

県不妊相談センターが出張相談
会を開催します！！

この機会に、ぜひご参加ください。
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Information
10月の「加茂休日急患診療所」

 2日(日) 　木沢記念病院 (☎25-2181)

 9日(日) 岐阜健康管理センターすこやかクリニック (☎28-8425)

10日(月祝) うえだクリニック (☎26-2281)

16日(日) 　太田メディカルクリニック  (☎26-2220)

23日(日)　 濃飛ファミリークリニック (☎53-3111)

30日(日)　 木沢記念病院 (☎25-2181)

※診療時間は、午前9時から午後5時までです。

お 知 ら せ

お知らせ info

中濃子ども相談センター　☎25-3111

『里親説明会』を開催します

子どもが明るく健やかに育つためにはあたたかい家

庭が必要です。生みの親が事故や病気のためや離婚等、

さまざまな家庭の事情により自分の家庭で暮らせなく

なった子どもたちがいます。このような子どもたちを

児童福祉法に基づいて家庭で育ててくださる方を『里

親』と言います。地域に『里親』として子どもを育ててく

ださる方を募っております。

『里親』に関心をお持ちの方に下記会場にてご説明い

たしますので、どうぞ参加ください。

■と　き：10月15日（土）　午前10時～午後3時

■ところ：関市わかくさ・プラザ学習情報館 2階和室

　　　　　関市若草通2丁目1番地　☎0575-23-7777

■その他： 開催期間中、いつお越しいただいても結構

です。お越しになった方から順に、里親会役

員・子ども相談センター職員が個別に相談を

承ります。当日飛び入り参加も可能です。

岐阜県行政書士会可茂支部　☎0574-64-3402

「法の日」「公証週間」にちなむ合同無料相談会を開催

10月1日の「法の日」および、10月1日から7日の「公証

週間」にちなみ、美濃加茂公証役場・司法書士会中濃支

部・土地家屋調査士会中濃支部・行政書士会可茂支部

で合同無料相談会を下記のとおり開催します。ぜひお

気軽にお越しください。（予約不要、電話相談不可）

■と　き：10月16日（日）　午前10時～午後4時

■ところ：美濃加茂市文化会館　3階　展示室1

　　　　　美濃加茂市島町2-5-27　☎25-1108

■内　容：◎ 遺言・任意後見契約・離婚給付契約等の公

証手続き

　　　　　◎相続、不動産登記、商業・法人登記

　　　　　◎土地境界相談、測量

　　　　　◎農地転用等官公庁提出手続き

　　　　　◎外国人相談

（公財）児童育成協会　標語募集係　☎	03-3498-4592

平成29年度「児童福祉週間」標語募集！

毎年5月5日の「こどもの日」から1週間を「児童福祉週

間（5月5日～5月11日）」と定めて、児童福祉の理念の普

及・啓発のための各種行事を行っていますが、平成29

年度の児童福祉週間に向けて、その象徴となる標語を

募集します。詳細については、(公財)児童育成協会のホ

ームページ http://www.kodomono-shiro.or.jp を御参照

いただくか、上記お問い合わせ先まで御照会ください。

■募集期間　9月1日(木)～10月20日(木)

■募集内容　 元気で頑張る子どもたちを応援する標語や未来に

向けての子どもたちからのメッセージとなる標語

1等 3億円×14本（発売総額420億円・14ユニットの場合）

前後賞各 1億円×28本（発売総額420億円・14ユニットの場合）

■発売期間は9月26日（月）から10月14日（金）まで

■抽せん日は10月21日（金）

この宝くじの収益金は市町村の明るいまちづくりや環境対

策、高齢化対策など地域住民の福祉向上のために使われます

今年のオータムジャンボ宝くじは、
1等・前後賞合わせて5億円！

岐阜労働局　労働基準部　☎058-245-8104

岐阜県最低賃金が改正されます

■時間額：776円　（22円UP）

■開始日：10月1日から

岐阜県最低賃金は、年齢に関係なく、

パートや学生アルバイトなどを含め、県

内で働くすべての労働者に適用されます。

使用者も、労働者も、賃金額が最低賃金額以上とな

っているかどうか必ず確認しましょう。

岐阜県可茂県事務所福祉課　☎0574-25-3111

中濃地域障がい者就職合同面接会の開催

県中濃地域を管轄するハローワーク関・美濃加茂・

岐阜八幡・多治見の四所主催、中濃圏域障がい者自立

支援推進会議および障害者職業センターの共催により、

障がい者の方を対象とした就職面接会を開催します。

詳しくはお近くのハローワークへお問い合わせくだ

さい。多くのみなさまのご参加をお待ちしております。

お問い合わせは下記までお願いします。

ハローワーク美濃加茂（☎0574-25-2178）

ハローワーク関　　　（☎0575-22-3223）

ハローワーク岐阜八幡（☎0575-65-3108）

ハローワーク多治見　（☎0572-22-3384）

■と　き：9月28日（水）　午後12時40分～4時30分

■ところ：関市「わかくさ・プラザ多目的ホール 」

■参加企業：中濃地域にある企業28社

■対象者：・ ハローワークに障がい者としてお仕事探し

の申し込みをされている方、または申し込

みを予定されている方

　　　　　・ 来春学校卒業予定の方で就職を希望される障

害者手帳をお持ちの方、または取得予定の方

■その他：参加無料・事前予約必要
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【一般競争入札】

■売却物件（土地）

　所在地：八百津町八百津字東祇園3571番13

　現　況：宅地（登記地目：宅地）

　面　積：195.78㎡

　最低売却価格：お問い合わせください。

■売却の方法

　一般競争入札（期間入札）による売却

■スケジュール

　公示日  9月14日（水）

　入札受付期間 10月 3日（月）から10月12日（水）まで

　開札日  1月 1日（日）

※ 一般競争入札で落札されなかった物件は、後日先着

順（申込順）で売払相手方を決定します。詳細は、東

海財務局ホームページをご覧ください。

■照会先

　〒500-8716

　岐阜市金竜町五丁目13番地

　財務省　東海財務局　岐阜財務事務所　売却担当

　HP　http://tokai.mof.go.jp/

財務省	東海財務局	岐阜財務事務所　☎058-247-4252

国有地売却のお知らせ

建設業退職金共済事業本部　☎03-6731-2866

知っていますか？建退共制度

建退共制度は、中小企業退職金共済法に基づき建設

現場労働者の福祉の増進と建設業を営む中小企業の振

興を目的として設立された退職金制度です。

この制度は国の制度なので、安全・確実・申し込み

手続きは簡単です。事業主の方々が、労働者の働いた

日数に応じて掛け金となる共済証紙を共済手帳に貼り、

その労働者が建設業界で働くのをやめたときに、建退

共から退職金を支払うという、いわば業界全体での退

職金制度です。

■加入できる事業主：建設業を営む方

■対象となる労働者：建設業の現場で働く人

■掛け金　　　　　：日額310円

＜平成28年4月1日から制度が一部変更になりました！＞

① 退職金の予定運用利回りが2.7％から3.0％に変更さ

れました。

② 退職金の不支給期間が掛け金納付月数12月未満に緩和され

ました。（遺族請求は従来どおり12月未満で変更ありません。）

③ 非共済者による移動通算の申出期間が3年以内まで延

長されました。

④移動通算できる退職金額の上限が撤廃されました。

＜建退共から事業主のみなさまへお願い＞

■ 共済証紙は、労働者の就労日数に応じて適正に添付

してください。

■ 「建設業退職金共済手帳」を所持している労働者が、建設業界を

引退する時は、忘れずに退職金を請求するよう指導してください。

総務省岐阜行政評価事務所　☎0570-09-0110

10/17（月）～23（日）は「行政相談週間」です

～困ったら　一人で悩まず　行政相談～

行政相談とは…

あなたの暮らしの中で、役所の仕事について不満を

感じたり、よく分からないということはありませんか？

そんなあなたの声を総務大臣が委嘱した行政相談員が

お聞きします。相談は無料で、秘密は固く守られます。

例えば…

○道路の危険な箇所を直してほしい

○介護等福祉のサービスが受けられなくて困っている

○河川の清掃・管理をしっかりしてほしい

○役所への手続きが分からない

○役所の説明に納得できない

○ 特殊法人（NTT、年金事務所、郵便局など）や独立行

政法人（国立病院など）の対応に不満がある

相談日時・場所のお知らせ

■と　き　10月27日（木）　午前9時～11時

■ところ　防災センター　1階会議室

■行政相談員　今井　随祐氏

■お問い合わせ　総務省岐阜行政評価事務所

　住　所：〒500-8114　岐阜市金竜町5-13　岐阜合同庁舎

　電　話：0570-090110　ＦＡＸ：（058）248-6755

　ホームページ　http://www.soumu.go.jp/kanku/chubu/gifu.html

美濃加茂公証役場　☎26-4436

公証週間の時間外無料相談について

毎年、10月1日から7日までは、「公証週間」とされてい

ます。

公証週間中、美濃加茂公証役場において、通常の執

務時間に加えて、次のとおり時間外無料公証相談窓口

を設けますので、お気軽にご利用ください。お電話、

ご来庁いずれでも構いません。

■と　き：①10月1日（土）～2日（日）

　　　　　　午前10時～正午　および　午後1時～4時

　　　　　②10月3日（月）～7日（金）　　午後5時～7時

■ところ：美濃加茂公証役場

　　　　　 美濃加茂市古井町下古井468番地セントラ

ルビル2階

■相談例： 遺言、離婚、金銭貸借、土地建物貸借、任

意後見契約、その他公正証書作成の手続き

や内容に関する相談

お知らせ info

教育ローンコールセンター　☎0570-00-8656

お子様の教育資金をサポート！

お子様の教育資金を「国の教育ローン」（日本政策金融

公庫）がサポートいたします。高校、大学への入学時・

在学中にかかる費用を対象とした公的な融資制度です。

お子様一人につき350万円以内を、固定金利（年1.9%

（平成28年5月10日現在））で利用でき、在学期間内は利

息のみのご返済とすることができます。

詳しくは、「国の教育ローン」で検索

していただくか、コールセンターへお

問い合わせください。





10月・11月のごみ収集日
■お問い合わせ　役場1階　水道環境課　環境衛生係

☎43-2111（内線2124）

(粗大ごみの可燃・不燃の区別がなくなりました)

可燃ごみ 全地区（午前５時から午前８時までに可燃ごみ集積所へ出してください。) 毎週	火曜日・金曜日

※ 蛍光管・LED電球・体温計（水銀式）は、役場本庁・

役場各出張所の回収ボックスへ出してください。

※ 使用済小型家電の回収行っております。役場・

各出張所内にある回収ボックス・コンテナ（小）

へ投入してください。（開館時間のみ）
注）回収ボックス投入口ｻｲｽ（゙横31cm×縦15cm）
　　回収コンテナ（小）ｻｲｽ（゙横50cm×縦38cm×高さ27cm）

※ 乾電池は、役場本庁・役場各出張所の回収ボ

ックスへ出してください。

※ テレビ・冷蔵庫（冷凍庫）・洗濯機・エアコン

は収集しません。(株)橋本または購入した店

に引き取りを依頼するか、指定引き取り場所

へ直接搬入してください。

不燃ガラス類
資源ビン類
粗大ごみ

Ａ地区
（不燃ごみ集積所）

11月29日（火）

Ｂ地区
（不燃ごみ集積所）

11月30日（水）

不燃金物類
資源カン類
粗大ごみ

Ａ地区
（不燃ごみ集積所）

10月27日（木）

Ｂ地区
（不燃ごみ集積所）

10月28日（金）
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● ●ごみ収集

Ａ地区＝八百津（下記の八百津地区以外）・錦織・和知・伊岐津志
Ｂ地区＝杣沢・口杣沢・丸山・赤薙・北山・白橋・五宝平・久田見・福地・潮南

※ プラマークと呼ばれるリサイクルマークが表
示されたプラスチック製の容器および包装が
収集の対象です。
ただし、ペットボトルおよび食品トレイ、発
泡スチロールは、別に分別収集を行っていま
すから対象外です。

その他プラ 各自治会の
不燃ごみ集積所

10月	 9日(日)

10月23日(日)

11月13日(日)

11月27日(日)

※ペットボトルは洗浄して、フタを取って出し
てください。
　（フタは可燃ごみまたはその他プラです。）
※ 発泡スチロール製の箱は、宛名ラベルなどを

剥がしてください。
※ 古着類は、濡れたもの、油などが付着して汚

れたもの、布団、電気毛布、じゅうたん、履
き物、ぬいぐるみなど衣類以外のものは収集
しません。

※ 瓦・タイル・陶器類・コンクリート・ブロック・
壁土以外（土砂や岩石）は処分できません。

※ 業者に請け負わせた工事で発生したがれき類
は処分できません。

※ 300㎏以上のがれき類を処分しようとすると
きは事前に申請してください。（有料）

がれき類

久田見処分場
毎月第1・第3日曜日
午後12時30分～

午後４時

錦織処分場
毎月第2・第4日曜日
午前９時～午後４時

ペットボトル
食品トレイ
発泡スチロール

Ｂ＆Ｇ体育館北側
各出張所

10月2日（日）
午前8時～11時

資源リサイクルに
ご協力をお願いします！

YAOバス停留所「八百津ファミリーセンター

前」停留所東側にあるエコステーションにて、資

源回収を実施しています。

☆回収日時・・・毎週木曜日　午前9時～午後3時
☆回収品目・・・ペットボトル・アルミ缶・

スチール缶・トレイ・発
泡スチロール・古着

（汚れたものは不可です）
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S m i l e通信 （平成28年7～8月受付分　敬称略）

♥「こんにちは」赤ちゃん♥

安藤　健
けん

登
と

山田　葵
き

心
こ

6月19日　午前7時33分

保護者　正紀・沙織（旭町）

「ママとパパのところに

生まれてきてくれてありがとう！」

8月17日　午前5時10分

保護者　勲・千亜季（旭）

「元気にすくすく育ってね！！」

田　蓮
れん

道
どう

8月15日　午前9時00分

保護者　尚道（前野）

「元気に大きくなってね」

「杉原千畝ルート推進協議会」を設立しました！
7月13日、高山市において杉原千畝ル

ート推進協議会設立総会が開催され、氏

の功績を世界に発信するとともに、外国

人観光客の誘客活動を行うことを目的と

して同協議会を設立しました。

「杉原千畝ルート推進協議会」は、杉原

千畝氏の出身地である八百津町と氏が発

行したビザを握りしめた人々がたどり着

いた福井県敦賀市、この2つの自治体を

結ぶルート上に存在し、近年多くの外国人観光客を迎えている石川県金沢市、

高山市および白川村を結ぶルートを「杉原千畝ルート」と命名しました。具体

的な事業として、海外旅行者への誘客事業・旅行代理店・メディア等の受入

対応・英語およびヘブライ語受入環境の整備・海外における広告や宣伝事業を今年度から平成32年度までの5年間に

わたり実施していきます。なお協議会の会長には金子町長が就任しました。

杉原千畝ルートの全貌

手を重ね、強い連携を確かにしました。

「やおつビジネス相談窓口」を開設しました！
8月1日に「やおつビジネス相談窓口」が開設されました。

「やおつビジネス相談窓口」とは、中小企業・小規模事

業者の売上拡大、経営改善など経営上のあらゆる悩みに

対し、岐阜県よろず支援拠点のコーディネーターの方が

無料で相談を受ける場です。相談窓口は、毎月第1、3

月曜日（祝日、年末年始は除く）の午後1時から5時まで、

町商工会館2階で開設しています。経営上のお悩みはも

ちろん、創業に関すること、補助金や助成金の活用に関

することなどあらゆる相談に対応しますのでぜひご活用ください。

また、それに先駆けて7月26日、ファミリーセンター講義室において、岐阜県よろず支援拠点のチーフコーディネ

ーター三輪知生さんを講師に、「八百津町ブランド戦略のススメ~豊かな自然と価値ある歴史を未来につなげるため

に~」と銘打って「やおつビジネス相談窓口キックオフセミナー」が開催されました。

キックオフセミナーの様子と、ビジネス相談窓口の様子。初
回は5名が相談を受けられました。

シルバー人材センター
7月分実績

件　　数 118件
就労人員 1,002（実95）人
就労時間 4,723.25時間
受託金額 5,156,181円

☆ お問い合わせ・お申し込みは、
シルバー人材センター(旧錦津
公民館内)
☎43-5567まで

　平成28年9月1日現在
人　口 男　性 女　性 世　帯

総人口 11,472人 5,535人 5,937人 4,311世帯
(日本人) 11,392人 5,507人 5,885人 4,278世帯
(外国人) 80人 28人 52人 33世帯

※混合世帯は日本人世帯に含まれます。
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消防署・交番だより

9月、季節は秋。農作業やスポーツなど、外で過ごす時間も多くなりがちです。

そんな時、何かの拍子にケガをして出血してしまったら、みなさんはどうしますか？

出血が続く時はすぐに「直接圧迫止血法」を行ってください！

①止血する時に直接血液に触れないようにゴム手袋やビニール袋などを使用してください。　　

②傷口にタオルやガーゼなど清潔なものをあてて、その上から手で圧迫します。

③片手で止血できなければ、両手で圧迫し体重をかけて圧迫します。

④血がにじみ出るような場合は、初めに当てたタオルやガーゼの上から更に重ねて圧迫します。

※ 心筋梗塞や脳梗塞など、持病の関係で血液を固まりにくくする薬を服用している場合、出血しても自

然に血液が固まりにくいです。このような場合でも直接圧迫止血法は有効です。

より知識を深めて頂くために救命講習を受講しましょう、詳しくは消防署までお問い合わせください。

～直接圧迫止血法～

★ 止血には直接圧迫！★

右から事故
出会い頭事故に注意！！

10月以降の夕暮れ時から夜間にかけて、高齢歩行者の道路横断中の事

故が例年多発傾向にあります。特に、ドライバーからみて右から横断する

歩行者に対する事故が目立っています。

ドライバーは歩行者を早期に発見できるように、夕暮れ時の早めのライト点灯とライトのハイビー

ム・ロービームの切り替えをお願いします。歩行者は、夕暮れ時や夜間外出の際には反射材などを着

用してください。

また、『交差点における出会い頭事故』も多発しています。出会い頭事故は、お互いが「止まるだろ

う」「こっちの方が速いから大丈夫！」など、自分の都

合がいいように判断したために起こってしまうケー

スが大半を占めています。あなたの意識で交通事故を

防ぐことができるのです。

交差点や、見通しの悪いところでは、必ず一時停止

をし、『事故にあわない！起こさない！』を心がけま

しょう。



「フレンドリーパークの夏」
今井　正明（旭町)

「須賀東光寺十一面観音菩薩
  7年に一度の御開帳来る10月1日～3日」

佐藤　和人（須賀）

ふ
る
さ
と
写
真
館

写
真
協
力
　
社
会
教
育
視
聴
覚
協
議
会

〒505-0392�岐阜県加茂郡八百津町八百津3903-2
☎0574-43-2111　 0574-43-0969
ホームページ�http://www.town.yaotsu.lg.jp　メール�yaotsu@town.yaotsu.lg.jp平成28年9月20日発行

八百津町役場
環境に優しい植物インキと

再生紙を使用しています

町では、メールアドレス等を登録していただいた方に、「暮らし」「イベント・講座・文化」「健康・福祉」「防災・安全」「道路・
交通」の情報を、電子メールで気軽に受け取ることができる「メール配信サービス」を行っています。携帯電話やパソコンで
受け取ることができますので、ぜひご登録ください。
※緊急情報については登録された方全員に送信されます。
※ 8月時点で、前メール配信サービス「ちゃっとメール」をご利用いただいていた方は、自動的に新サービスに切り替わるため再登録は不要です。

①「t-yaotsu@sg-m.jp」へ空メールを送信してください。　※メールは件名、本文は空欄のままで送信してください。
　二次元コード読み取り可能な携帯電話をお使いの方は、右下にあるやおっちのイラストの二次元コードをご利用ください。
② 5分以内に「仮登録完了のお知らせ」メールが届きます。返信メールに記載してあるURLから登録画面に進み、メール配信

を希望するカテゴリを選択してください。

登録方法

迷惑メール対策などで受信拒否設定をしている場合は、「sg-m.jp」のドメインからのメールを受信可能に設定変更してお
いてください。また、URL付きメールの受信を許可する設定をお願いします。設定変更の方法は、ご使用の携帯電話の取り
扱い説明書をご覧いただくか、各携帯電話会社へお問い合わせください。

返信メールが届かない場合

登録手順

※利用規約に同意 ⇒ カテゴリ選択 ⇒ 確認画面 ⇒ 登録 の流れです。
　詳しい手順は、町のホームページからもご確認いただけます。

登録はこちらから！

やおっち

QRコードの読取りができない方は
　「t-yaotsu@sg-m.jp」	宛てに
　空メールをお送りください。

こちらのQRコードを読み取り、
空メールをお送りください！

「すぐメール802」にご登録ください！

すぐメール802をご利用ください！


